
074

　都産技研では、照明器具の省エネ製品の開発
を試験・研究などを通して支援しています。そ
の取り組みについてご紹介します。

逼迫する電力事情
　日本の各電力会社では、原子力発電所の停
止が相次ぎ、火力発電の増強にも限りがある
ため、全国的に電力不足が続くことが懸念さ
れています。特に東京電力管内では、供給力
に対する電力使用の割合が90％以上となる日
が増加しており、さらなる省エネが求められ
ています。
　光音技術グループでは、省エネ型照明器具
の開発を支援するため環境省が進める環境対
策事業への協力や依頼試験設備の増強を行い
ました。

環境対策事業への協力
　環境省が実施する環境技術実証事業は、客
観的な評価が行われていないために、エンド
ユーザーが安心して
使用することができ
ず、普及が進んでい
ない先進的環境技術
について、その環境
保全効果等を第三者
機関が客観的に実証
する事業です。
　この事業で実証を
行った技術には、環
境技術実証事業ロゴ
マーク（図１）と実
証番号を交付してい
ます。
　光音技術グループ
では、環境技術実証
事業の一つである地
球温暖化対策技術分
野における照明用エ
ネルギー低減技術

（反射板・拡散板等）の実証機関と共に、配
光測定（図２）の検証を実施しました。
　詳細は、環境省環境技術実証事業ウェブサ
イトをご覧下さい。
http://www.env.go.jp/policy/etv/

照度測定システムの増設よる開発支援
　LEDを光源とした省エネ型照明器具の開発
で、依頼試験の要望が多い照度分布測定に対応
するため、照度測定システムを増設しました。
　照度測定は、照明器具を昇降機に取り付
け、床面から任意の高さに設置して、床面の
水平面照度を測定します。照度測定システム
（図3、図4）は、照度分布を測定するため、
最高11点の照度センサーを直線上に取り付
け、水平方向に移動させることで、最大
5m×4mの面積の照度を迅速に測定すること
が可能になりました。

　光音技術グループでは、今後も省エネを
リードする測光技術で企業の技術支援に積極
的に取り組んでいきます。
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図1　環境技術実証事業
ロゴマーク（環境省交付）

図2　照明器具の配光図（例）
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図４ 照度分布イメージ
照度の多点測定による分布

図3　新たに導入した照度測定システム


